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第 5 章
きたえよう！こころとからだ

【教育・文化】
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　未来を担う子どもたちがこれからの社会を力強く生き抜くためには、豊かな
こころと確かな学力、丈夫なからだをバランスよく鍛えていくことが大切です。
　本町では、「心身ともに健やかな子どもたちの育成をめざして」を義務教育
の基本理念としています。
　今後はさらに、社会の変化に主体的に対応できる、たくましい児童生徒を育
成していくことが必要です。また、特別支援教育については、生まれてから児
童生徒までの連携を推進していきます。
　学びは、勉強だけではありません。日常生活や遊びの中から、他人とのかか
わり方や社会性を学び、いろいろな刺激を受けこころを豊かにしていきます。
遊びの中での工夫は、生きるための工夫へとつながり、自分で考え判断し、成
功や失敗を繰り返しながら成長していくものです。
　地域や家庭においても若者たちが健やかに成長するよう、積極的な声掛けや
かかわり合いを促し、明るい家庭や地域全体で青少年の健全育成を推進してい
きます。

　１　未来を担う子どもたちが
　　　良い環境で学んでいる。

まちのあるべき姿

なぜそうあるべき？
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教育委員会　　学校教育課
教育委員会　　生涯学習課　
住民こども部　こども課

関連する主な計画
・幸田町子ども･子育て支援事業計画(H27～H31)

主要な取組 　家庭や地域に開かれた学校経営
　知・徳・体を柱とした教育の推進
　特別な支援が必要な子どもへの適切な対応
　良好な学習環境の整備
　教育機会の確保

主な役割
行　政

　開かれた学校経営を進める。
　心身ともに健やかな子どもたちの育成をめざす。
　特別な支援が必要な子どもへ適切に対応する。
　学校施設・設備を整備する。
　経済的な援助を必要としている家庭を支援する。

住　民 　学校の活動に協力する。

　学校教育の充実

主要な取組 　社会参加の奨励
　青少年の健全育成

主な役割
行　政

　地域活動等への積極的な参加を促進する。
　ふれあいのある明るい家庭づくりを推進する。
　地域ぐるみで青少年の非行防止活動を推進する。

住　民 　問題行動の未然防止・早期発見に努める。

　健やかな青少年の育成
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　生涯学習の原点は、家庭であり、人は、親子のふれあいや自然とのふれあい
でいろいろなことを吸収し成長します。いつでも、だれでも、自分を成長させ
ることができ、興味をもっていろいろなことにチャレンジすることにより、生
涯を通じて心豊かな生活を送ることができるのです。
　学習やスポーツなどの活動を通じて、さまざまな人や地域とのコミュニケー
ションが生まれ、社会全体の横のつながりが期待できます。
　自主的な学習やスポーツを促進するため、行政としても各種講座や学習に関
する情報の提供、活動場所の整備を行うとともに、さまざまな学習によって得
た成果を活かし発表する場を設け、みんなの意欲的な取組の拡大に努め、学ぶ
喜び、成長する喜びを広げます。

　２　いつだって、だれだって学べる。
まちのあるべき姿

なぜそうあるべき？
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主な担当部課
教育委員会　　生涯学習課

関連する主な計画
・幸田町子ども読書活動推進計画(第二次)(H27～H31)

主要な取組 　生涯学習の機会の充実
　生涯学習関連施設の充実

主な役割
行　政

　生涯学習の機会を提供する。
　生涯学習活動を支援する。
　生涯学習関連施設等を整備・充実する。

住　民 　生涯学習活動に取り組む。

　生涯学習の推進

主要な取組 　スポーツの普及・振興
　スポーツ関連施設の充実

主な役割
行　政

　スポーツの機会を提供する。
　スポーツ活動を支援する。
　スポーツ施設を整備する。

住　民 　スポーツに親しむ。
　スポーツ活動を支える。

　スポーツの振興
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　歴史や文化は、先人たちの営みの結晶であり、私たちが自らのルーツを知る
上で、とても大切なものです。先人たちの知恵や芸術、文化に学び、これらを
継承し新たな文化を形成していくことは、私たちに課せられた使命であるとい
えます。郷土の歴史書である幸田町史も刊行から４０年が経過し、新史料も発
見されていることから、新たな幸田町史の編さんを進めていきます。
　文化財、特に有形文化財の多くは、民間で所蔵管理されているのが現状であ
り、将来的な保存や活用が課題となってきます。貴重な文化財を適切に保存・
管理することが必要です。
　本町唯一の国指定史跡である「島原藩主深溝松平家墓所」については、国民
共有の財産として次世代に引き継いでいけるよう、所有者と共に管理体制を整
えていきます。また、国指定重要無形民俗文化財である「三河万歳」について
は、保存会の活動や後継者の育成に対して積極的な支援をしていきます。
　文化芸術の拠点であるハッピネス・ヒル・幸田は、住民が文化芸術に触れ、
相互に交流する場となっています。老朽化が進む各施設の計画的な修繕を行い
ながら、幸田町文化振興協会や文化協会との連携を強化し、質の高い文化芸術
の提供や内容の充実に努め、文化芸術の裾野を広げていきます。

　３　幸田の歴史、
　　　文化を大切にしている。

まちのあるべき姿

なぜそうあるべき？
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主な担当部課
教育委員会　　生涯学習課

関連する主な計画
・国史跡島原藩主深溝松平家墓所保存管理計画

主要な取組 　歴史の伝承
　文化財の保護・活用

主な役割
行　政

　まちの歴史を記録し伝える。
　文化財を周知・保護する。
　伝統文化の継承を支援する。

住　民 　歴史・伝統文化に親しむ。
　文化財を守り伝える。

事業者 　文化財保護に配慮する。

　歴史・伝統文化の継承

主要な取組 　文化にふれる機会の充実
　文化施設の充実

主な役割
行　政

　文化にふれる機会を提供する。
　文化活動を支援する。
　文化関連施設を整備する。

住　民 　文化活動に参加する。

　文化の振興
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